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１．研究計画の概要 
 ヒッタイト語ならびにその周辺の古代ア
ナトリア諸言語で書かれた新資料の発見、お
よびこれらの言語資料に対して施された文
献学的成果は、近年の印欧語比較言語学の研
究に対して、量と質の両面から以前とは根本
的に異なる視点を与えている。 
 アナトリア諸語は、印欧祖語に遡ると考え
られる古い文法的特徴を多く保存している
ために、印欧語動詞形態論の研究において重
要な役割を果たしてきた。しかしながら、未
解決な部分が依然として多く残されている。
その大きな理由は、アナトリアの各言語の動
詞形式を包括的に収集整理し、それぞれの言
語の動詞体系内部でのそれらの位置付けを
明らかにする作業を行う前に、いきなり他の
印欧諸語との比較分析に進んだからである。 
 本研究では、印欧語動詞形態論の問題につ
いて、実証的な立場から収集した言語資料に
対して比較言語学的分析を施すことによっ
て、新たな知見を引き出すことは目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) ヒッタイト語の３人称単数中･受動態は、
概して規則的につくられる。しかしながら、
共時言語学的あるいは歴史言語学的にみた
場合、その形成法に対して自然な説明を与え
るのが困難な中･受動態動詞の形式がいくつ
かある。その典型的な例としてあげられるの
は、lagāittari ‘lies, is laid (low)’と išæuwaittat 
‘scattered’である。文献学的および言語学的分
析によって、これらの形式は語幹が-a-によっ
て拡張された lākai と ishuwai という能動態に、
後期ヒッタイト語において生産的な中･受動
態語尾-ttari（現在）と-ttat（過去）が付与さ

れた結果、成立したことを明らかにした。 
(2) アナトリア祖語の時期に、アクセントの
ある長母音の後、およびアクセントのない母
音間で子音が弱化したことはよく知られて
いる。この２つの子音の弱化規則は、アクセ
ントのある長母音をはじめのモーラにアク
セントのある２モーラ連続と再解釈すれば、
直前のモーラに内在する[－stiff vocal folds]と
いう素性がつぎの子音に広がる順行同化と
してとらえることができる。また同じくアナ
トリア祖語の時期に生じた語末の-r の消失に
ついても、直前のモーラが[－stiff vocal folds]
という素性によって特徴づけられる場合に-r
が消失したと考えれば、ヒッタイト語
zinnattari ‘is finished’に代表される鼻音接中辞
を持つ中・受動態 3 人称現在形が無理なく説
明できる（*ti-n-h1-ór → *tinnṓ#èr > *tinnṓ #è → 
zinnattari）。 
(3) Weiss (2009)は、1 人称単数中・受動態の２
次語尾として*-h2e と*-h2eh2e を印欧祖語に再
建した。彼の見方では、ギリシア語の１次語
尾-maiと２次語尾-mgnは、それぞれ*-(m)-h2e-i
と*-(m)-h2eh2e-m という祖形から規則的に導
かれる。しかしながら、ヒッタイト語におい
ては重複語尾-ææaæa は後期ヒッタイト語に特
徴的であり、古期ヒッタイト語では生産的に
使用されていない。この事実から、印欧祖語
に*-h2eh2e が存在していたという見方は受け
入れることができず、ギリシア語の-mgnにつ
いては別の歴史的説明が必要である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 これまで理解するのが困難であったいく
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つかのヒッタイト語動詞形式に対して、印欧
語比較言語学の立場から妥当な歴史的説明
を与えることができた。また、これまで印欧
祖語に再建されると考えられていた形式の
いくつかが後の二次的な発展の結果である
ことを明らかにした。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 印欧語あるいはアナトリア諸語の動詞形
態論の諸問題について、文献学的な立場から
みれば、これまで提案されている見方のなか
には妥当性を欠くものがあることを指摘し
た。そのうちのいくつかについては、新しい
歴史的説明を施すことができたが、まだ十分
に解明されていない問題も残っている。引き
続き、歴史比較言語学的および文献学的分析
を進めていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
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